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１
月

日
、
第

回
松
崎
町
成

１０

６８

人
式
が
、
環
境
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り

を
し
た
松
崎
町
の
新
成
人
は

人
６７

（
男
性

人
、
女
性

人
）、
う
ち

３３

３４

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

５５
式
は
「
式
典
」
と
「
は
た
ち
祭
」

の
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
新
成
人

た
ち
は
多
く
の
関
係
者
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
、「
成
人
」
と
し
て
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し

て
、
平
野
祐
貴
さ
ん
（
桜
田
）
と

佐
藤
み
づ
き
さ
ん
（
八
木
山
）
が
、

「
松
崎
町
民
と
し
て
生
ま
れ
育
っ

た
こ
と
を
誇
り
に
持
ち
、
自
ら
の

手
で
、
力
強
く
、
明
る
い
未
来
へ

の
道
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
を

こ
こ
に
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
宣

誓
し
ま
し
た
。

は
た
ち
祭
で
は
、
ふ
る
さ
と
ク

イ
ズ
や
伊
豆
松
崎
牛
原
太
鼓
の
演

奏
が
行
わ
れ
、
新
成
人
の
門
出
を

祝
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

宣誓をした平野さんと佐藤さん

君が代の伴奏をした佐藤さん（東区） 会場のあちこちで記念撮影

ふるさとクイズに挑戦 受付は中学生ボランティアが担当

伊豆松崎牛原太鼓の演奏 まっちーも新成人を祝福

九州自動車道が全線開通し、青森と鹿

児島・宮崎間が高速道路によって結ばれ

ました。野球界では、アメリカのメジャー

リーグでドジャースの野茂英雄投手が新

人賞を受賞する等の出来事がありました。

また、松崎町が町村合併４０周年を迎え

た年でもありました。

はは
た
ち
の
門
出

は
た
ち
の
門
出
、、

人
が
大
人
の
仲
間
入

人
が
大
人
の
仲
間
入
りり

６７６７

は
た
ち
の
門
出

は
た
ち
の
門
出
、、

人
が
大
人
の
仲
間
入

人
が
大
人
の
仲
間
入
りり

６７６７

新成人が誕生した２０年前

第第

回

松

崎

町

成

人

回

松

崎

町

成

人

式式

６８６８

第第

回

松

崎

町

成

人

回

松

崎

町

成

人

式式

６８６８

祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝
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１
月
４
日
、
新
春
恒
例
の
松
崎

町
消
防
団
出
初
式
が
松
崎
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
消
防
団

員
１
９
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
山
本
団
長
が
、「
地

域
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を

災
害
か
ら
守
る
と
い
う
消
防
団
に

課
せ
ら
れ
た
本
来
の
使
命
を
改
め

て
か
み
し
め
な
が
ら
、
消
防
団
一

丸
と
な
っ
て
活
動
強
化
に
取
り
組

み
た
い
」
と
訓
示
を
述
べ
、
地
域

防
災
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

団旗に敬礼する団員ら

表彰を受ける稲葉副分団長

そ
の
他
、
永
年
に
わ
た
っ
て
消

防
防
災
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
団

員
や
家
族
に
対
す
る
表
彰
、
消
防

活
動
協
力
者
へ
の
町
長
感
謝
状
贈

呈
、
昨
年
の
賀
茂
支
部
消
防
操
法

大
会
に
出
場
し
た
第
２
分
団
第
１

小
隊
と
第
５
分
団
の
操
法
披
露
を

行
い
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
、
ラ
ッ
パ
隊

を
先
頭
に
消
防
団
員
、
消
防
車
両

台
に
よ
る
町
内
パ
レ
ー
ド
と
那

１９賀
川
で
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

那賀川での一斉放水

静
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

特
別
功
績
章
（

年
勤
続
功
労
章
）

３０

５
―
１

副
分
団
長

稲
葉
清
彦

１
―
１

団

員

松
原
弘
之

１
―
３

団

員

山
本
邦
博

３
―
２

団

員

舩
津
一
成

４
―
１

団

員

山
本
健
治

５
分
団

分

団

長

山
本
達
雄

５
―
４

部

長

後
藤
英
人

６
―
２

副
分
団
長

松
本

晃

６
―
３

団

員

稲
葉

忍

年
勤
続
功
労
章

１０１
―
１

団

員

光
岡
雅
浩

１
―
１

団

員

佐
藤
友
哉

１
―
３

部

長

稲
葉
智
浩

２
―
１

団

員

藤
井
貴
啓

５
―
１

班

長

稲
葉

務

静
岡
県
消
防
協
会
賀
茂
支
部
長
表
彰

功
労
章

１
―
３

副
分
団
長

渡
辺

満

１
―
３

部

長

稲
葉
智
浩

西
伊
豆
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

功
労
章

１
―
１

班

長

山
本
幸
之
助

１
―
１

班

長

小
嶋
敦
人

１
―
３

班

長

佐
藤
良
太

２
―
１

班

長

八
木
直
紀

２
―
２

班

長

関

剛

町
長
感
謝
状

７
年
勤
続
功
労
章

松
崎
町
消
防
団
長
表
彰

善
行
章

１
―
３

団

員

金
子
知
樹

２
―
１

団

員

関

隆
治

２
―
１

団

員

坂
本

健

５
―
１

班

長

佐
藤
信
一

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

（
敬
称
略
）

功
労
章
（

年
勤
続
功
労
章
）

１５

消
防
活
動
協
力
者

関

雅
人

様

関

優
斗

様

操法を披露する第５分団

松松
崎
町
消
防
団
出
初

松
崎
町
消
防
団
出
初
式式

防防防防防防防防防防防
火火火火火火火火火火火
・・・・・・・・・・・
防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災
のののののののののの
誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓
いいいいいいいいいい
新新新新新新新新新新
たたたたたたたたたた

防
災
の
誓
い
新
た
ににににににににににに

表表表

彰彰

功
績
章
（

年
勤
続
功
労
章
）

２５

特
別
功
労
章
（

年
勤
続
功
労
章
）

２０

６
―
２

団

員

美
橋
敦
司

本

部

副

団

長

稲
葉
豊
一

本

部

部

長

奥
村
篤
義

本

部

部

長

青
木
一
美

本

部

部

長

松
本
祐
之

１
―
１

団

員

深
澤
準
弥

２
分
団

分

団

長

齋
藤
克
敏

３
―
３

団

員

細
田
紘
幸

４
―
２

副
分
団
長

鈴
木
宏
城

１
―
１

班

長

小
嶋
敦
人

２
―
１

団

員

美
橋
京
介

２
―
１

団

員

小
鹿
元
希

２
―
２

班

長

関

剛

２
―
２

団

員

清
水
里
司

３
―
１

団

員

関

大
輔

３
―
２

副
分
団
長

石
田
和
也

３
―
２

班

長

佐
藤
勇
気

３
―
３

団

員

依
田
光
貴

３
―
３

団

員

齋
藤
一
憲

３
―
３

団

員

太
田
大
地

４
―
１

班

長

佐
藤
和
仁

４
―
１

班

長

山
本
幸
永

４
―
２

団

員

花
田
裕
貴

５
―
１

団

員

稲
葉
正
人

６
―
１

部

長

齋
藤
秀
雄
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町
で
は
、
牛
原
山
を
有
効
利
用

す
る
た
め
の
整
備
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、「
里
山
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

と
題
し
た
町
民
の
皆
様
を
交
え
て

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
て
意

見
交
換
を
行
い
、
出
さ
れ
た
意
見

を
こ
れ
か
ら
策
定
す
る
整
備
計
画

に
反
映
し
て
い
く
予
定
で
す
。

牛
原
山
の
現
状

昭
和

年
、
牛
原
山
は
町
の
シ

５９

ン
ボ
ル
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

手
軽
に
行
け
る
自
然
公
園
と
し
て

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
が
、
少

子
高
齢
化
等
の
影
響
に
よ
り
、年
々

そ
の
足
は
遠
の
い
て
い
ま
す
。

公
園
整
備
は
行
政
だ
け
で
な
く
、

町
民
の
皆
様
と
の
協
働
で
行
う
こ

と
が
必
要
で
す
。
牛
原
山
を
今
一

度
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
再
整
備

す
る
た
め
、
町
民
の
皆
様
と
一
緒

に
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

牛
原
山
の
使
い
方
を
考
え
る

講
演
会
と
意
見
交
換
会

平
成

年

月

日
、里
山
フ
ァ

２７

１２

１５

ク
ト
リ
ー
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
催
に
先
立
ち
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ン
の
専
門
家
で
東
北
芸
術
工
科

大
学
の
山
崎
亮
教
授
に
よ
る
講
演
会
、

町
民
の
皆
様
と
役
場
若
手
職
員
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

町
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

１
月

日
、里
山
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

２１

第
１
回
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
や

役
場
若
手
職
員
等
約

人
が
参
加

６０

し
、
松
崎
町
の
い
い
と
こ
ろ
や
自

慢
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
、

図
に
ま
と
め
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
い
ま
し
た
。

次
回
は
２
月

日
（
木
）
の
開

１８

催
予
定
で
す
。
今
回
の
内
容
を
踏

ま
え
、
牛
原
山
で
で
き
そ
う
な
こ

と
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
ま
す
。

里
山
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
町
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
今
後
も
順
次
開
催

し
ま
す
。
牛
原
山
を
町
民
の
皆
様

が
集
い
、
楽
し
い
活
動
が
で
き
る

場
所
に
す
る
た
め
、
そ
し
て
町
外

か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
る
よ
う

な
場
所
に
す
る
た
め
、
整
備
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

町
で
は
、「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
の
企
業
会
員
の
富
士
ゼ

ロ
ッ
ク
ス
と
連
携
し
て
、
空
き
家

を
活
用
し
た
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
事

業
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
町
内
の

空
き
家
を
改
装
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
を
整
備
し
た
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
と
し
て
業
務
や
職
員
研
修
に
使

用
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
町
民

も
気
軽
に
利
用
で
き
る
場
所
と
す

る
こ
と
で
、
空
き
家
対
策
や
町
の

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

空
き
家
の
改
装
は
１
月
下
旬
に

着
手
、
３
月
中
に
完
成
し
、
来
年

度
か
ら
利
用
開
始
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
事
業

の
一
環
で
、
昨
年

月

日
と

１１

１４

１５

日
に
は
、
伊
豆
文
邸
に
て
、
最
新

機
器
を
用
い
て
町
の
魅
力
の
発
信

手
段
を
新
た
な
視
点
で
考
え
る
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
オ
ー
プ

ン
し
た
際
に
町
外
か
ら
人
を
呼
び

込
む
た
め
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
開
催
し
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
社

員
や
映
像
制
作
関
係
者
、
大
学
生

等
町
内
外
か
ら
約

人
が
参
加
し
、

４０

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
イ
ノ
シ
シ
対

策
や
ア
プ
リ
を
使
っ
た
観
光
案
内

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

シェアオフィスとして改装を予定

している空き家（旧石井豆腐屋）

町の魅力の発信手段を発表する

グループワークの参加者

山崎亮教授による講演会

牛原山の使い方についての意見交換会

出た意見を図にまとめるグループワーク

アスレチックが撤去された牛原山

里
山
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
開
催

牛
原
山
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
創
出
を
目
指
し

シシシシシシシシシシ
ェェェェェェェェェェ
アアアアアアアアアア
オオオオオオオオオオ
フフフフフフフフフフ
ィィィィィィィィィィ
スススススススススス
をををををををををを
整整整整整整整整整整

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
を
整
備備備備備備備備備備備
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大
鹿
村
は
長
野
県
下
伊
那
郡
の

北
部
に
あ
る
村
で
、
南
ア
ル
プ
ス

と
伊
那
山
地
に
挟
ま
れ
た
山
間
の

地
域
で
、
諏
訪
イ
ン
タ
ー
か
ら
車

で

分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

８０
村
内
に
は
日
本
最
大
級
の
断
層
で

あ
る
中
央
構
造
線
が
南
北
に
通
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
塩
の
温
泉
が

湧
出
し
て
お
り
、
海
か
ら
遠
く
離

れ
て
い
ま
す
が
、
古
く
か
ら
製
塩

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
鹿
村

は
美
し
い
村
連
合
が
発
足
し
た
時

に
加
盟
し
て
お
り
、
人
口
は
約
１

０
６
０
人
、
世
帯
数
は
約
５
０
０

世
帯
の
村
で
す
。

研
修
で
は
、
美
し
い
村
の
推
進

体
制
や
活
動
内
容
、
プ
チ
移
住
ツ

ア
ー
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
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大鹿村交流センターでの視察研修

日
本
で
最
も
美
し
い
村
づ
く

り
の
推
進
体
制
や
活
動
内
容

大
鹿
村
美
し
い
推
進
本
部
を
組

織
し
、
住
民
、
学
校
、
民
間
事
業

所
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
を
含

む
全
村
体
制
で
推
進
し
て
お
り
、

大
鹿
歌
舞
伎
の
保
存
と
伝
承
、
景

観
保
全
を
中
心
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
鹿
歌

舞
伎
の
後
継
者
不
足
は
否
め
な
い

状
況
が
あ
り
、
中
学
生
に
総
合
学

習
と
し
て
歌
舞
伎
を
教
え
て
後
継

者
育
成
を
図
っ
た
り
、
村
外
の
方

で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
門
戸
を

開
放
し
継
承
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
景
観
保
全
に
つ
い
て
は

「
大
鹿
村
美
し
い
村
づ
く
り
条
例
」

を
制
定
し
、
住
民
参
加
型
の
清
掃

や
植
栽
活
動
を
通
し
て
原
風
景
の

保
全
に
力
を
注
い
で
い
ま
し
た
。

プ
チ
移
住
ツ
ア
ー
へ
の
取
り
組

み
と
子
育
て
支
援

高
齢
化
率
が

％
を
超
え
人
口

５０

減
少
も
進
ん
で
い
る
中
で
Ｉ
タ
ー

ン
者
は
増
加
し
て
お
り
、
小
学
生

全
児
童

人
の
半
数
以
上
は
Ｉ
タ
ー

２２

ン
者
の
子
ど
も
と
い
う
状
況
で
す
。

村
で
は
プ
チ
移
住
ツ
ア
ー
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
主
体
は
Ｉ
タ
ー

ン
者
が
組
織
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
で
、
１
泊
２
日
で
年
３
回
実
施

し
て
お
り
、
昨
年
は
５
組
８
名
が

参
加
し
、
１
組
が
定
住
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
転

入
者
へ
は
空
き
家
活
用
の
補
助
を

行
っ
て
お
り
、
家
財
道
具
の
搬
出
・

処
理
等
の
費
用
や
空
き
家
改
修
費

等
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
若
い
世
代
へ
の
子
育
て

支
援
も
充
実
し
て
お
り
、
第
３
子

以
降
へ
は

万
円
を
出
産
祝
い
金

３０

と
し
て
支
給
す
る
等
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
で
、
町
の
進
む
べ
き

方
向
性
を
し
っ
か
り
と
打
ち
出
し
、

住
民
、
学
校
、
民
間
事
業
所
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
一
致
団
結
し

て
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。【

第
４
グ
ル
ー
プ
記
】

（（
長
野
県
大
鹿
村

（
長
野
県
大
鹿
村
））

地
方
創
生
戦
略
策
定
調
査
報
告
④
（

地
方
創
生
戦
略
策
定
調
査
報
告
④
（
全全

回
）
回
）

１１１１

美
し
い
村
連
合
の
取
り
組
み
に
つ
い

美
し
い
村
連
合
の
取
り
組
み
に
つ
い
てて

平
成

年

月

日
、
町
と
常

２７

１０

１３

葉
大
学
は
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
か
ね
て
か
ら
、
常
葉

大
学
が
石
部
棚
田
の
保
全
に
深
く

関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
度
の
包
括
連
携
協
定
の
締
結
に

至
り
ま
し
た
。

協
定
は
、
町
と
常
葉
大
学
の
包

括
的
な
連
携
の
も
と
、
産
業
や
文

化
等
幅
広
い
分
野
で
協
力
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
持
つ
資
源
や
機
能
等
を

有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
社

会
の
持
続
的
な
発
展
と
人
材
の
育

成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

町
と
常
葉
大
学
は
、「
日
本
で
最
も

美
し
い
村
」（
の
ま
ち
）
づ
く
り
、

地
域
産
業
の
活
性
化
、
環
境
の
保

全
と
共
生
等
７
つ
の
分
野
に
て
連

携
・
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

平
成

年

月

日
に
は
、
第

２７

１２

１８

１
回
目
と
な
る
連
携
・
協
力
推
進

協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
今
後
、
町

と
常
葉
大
学
が
取
り
組
む
事
業
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

常葉大学での協定締結式

第１回連携・協力推進協議会

常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
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締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締

常
葉
大
学
と
包
括
連
携
協
定
締
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結

県県
内
の
町
で
初
め
て

県
内
の
町
で
初
め
て



松
崎
町
版
ク
ア
オ
ル
ト
構
想

町
で
は
現
在
、
地
方
創
生
へ
向

け
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
の
策
定
作
業
が
大

詰
め
を
迎
え
て
い
ま
す
。
私
は
就

任
当
初
か
ら
、
少
子
高
齢
化
を
土

台
と
し
た
平
成
の
花
と
ロ
マ
ン
の

ふ
る
里
づ
く
り
と
し
て
、
松
崎
町

を
全
町
ま
る
ご
と
ふ
る
里
自
然
体

験
学
校
と
位
置
づ
け
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
へ
の
加
盟

等
の
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
総
合
戦
略
で
は
、
こ

れ
ら
の
施
策
を
融
合
さ
せ
、

松
崎
町
版
ク
ア
オ
ル
ト
構
想

に
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ク
ア
オ
ル
ト
と
は
、
ド
イ

ツ
語
で
「
療
養
地
・
健
康
保

養
地
」
を
指
す
言
葉
で
、
長

期
滞
在
型
の
療
養
地
・
健
康

保
養
地
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
日
本
型
の
ク
ア
オ

ル
ト
は
、
大
分
県
の
旧
湯
布

院
町
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

日
本
の
風
土
や
文
化
、
国
民

性
に
合
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
仕
組
み
を
提
供
し
、自

治
体
を
あ
げ
て
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
観
光
客
の
増
加

だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
の
健
康

増
進
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

松
崎
町
は
海
や
山
が
近
く
、
川

や
温
泉
、
先
人
か
ら
引
き
継
い
だ

素
晴
ら
し
い
景
観
が
あ
り
、
ク
ア

オ
ル
ト
構
想
に
お
い
て
大
変
恵
ま

れ
た
資
源
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ク
ア
オ
ル
ト
構
想
を
通
じ
、
町

民
の
皆
様
が
健
康
で
長
生
き

す
る
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険

等
の
財
政
負
担
の
軽
減
、
観

光
客
数
増
加
に
よ
る
経
済
効

果
も
見
込
め
ま
す
。

今
回
の
挑
戦
は
観
光
関
係

者
と
福
祉
関
係
者
の
連
携
が

不
可
欠
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。松

崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯７４

１月８日、桐塑人形作家で人間国宝の林駒夫
とう そ

氏が来町しました。桐塑人形と長八の塑像作品
の制作過程に類似点があることに興味を持たれ、
伊豆の長八美術館で長八作品を鑑賞されました。

１月２日、雲見海岸では、今年１年の豊漁等
を祈願して乗り初めが行われました。海岸に組
まれたやぐらからお餅やお菓子が大量にまかれ、
多くの行楽客でにぎわいました。

１月１８日、環境センターでは、ポンカンを特産
品として振興することを目的に品評会が行われま
した。出品された２９点について審査が行われ、斉
藤さと子さん（中村）が金賞に輝きました。

１月上旬、町内各所にて、竹等で組まれたさ
いの神が作られました。どんど焼きでは、さい
の神に正月飾り等を飾り付け、燃やすことに
よって無病息災等を祈願しました。

6

人間国宝林駒夫氏が来町

乗り初め（雲見海岸）

ポンカン品評会

さいの神つくり・どんど焼き
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葛
自
宅
で
お
茶
を
た
て
て
ふ
る
ま
う
こ
と
も

生
や
先
輩
、
仲
間
た
ち
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
強
調
す

る
。「

重
要
文
化
財
が
あ
る
素
晴

ら
し
い
環
境
に
恵
ま
れ
た
こ
と
、

先
生
の
お
茶
に
対
す
る
精
神
的

な
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
、
素
晴

ら
し
い
仲
間
た
ち
に
出
会
え
た

こ
と
。
こ
の
３
つ
が
あ
っ
た
か

ら
、
私
は
お
茶
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」

貢
献
ま
で
は
い
か
な
く
て
も

地
域
に
で
き
る
こ
と
を
し
て
い

き
た
い
と
話
す
山
本
さ
ん
。
今

後
は
自
宅
の
庭
や
家
屋
を
有
効

利
用
し
、
皆
で
お
茶
を
楽
し
め

る
よ
う
な
高
齢
者
の
居
場
所
づ

く
り
を
考
え
て
い
る
。

NNo.1No.144
お
茶
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

お
茶
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
いい
た
い
た
い

日
本
の
伝
統
あ
る
お
茶
の

文
化
を
広
め
よ
う
と
、
地
区

の
行
事
等
で
茶
会
を
行
う
山

本
さ
ん
。
茶
道
同
好
会
の
仲

間
と
共
に
参
加
し
て
い
る
岩

科
重
文
ま
つ
り
で
は
、
野
点

の
責
任
者
を
務
め
て
い
る
。

「
ま
つ
り
で
野
点
を
す
る
と

き
の
装
飾
は
竹
を
組
ん
だ
り

し
て
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
ま

す
。
『
こ
こ
は
こ
う
し
た
方

が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
』
と

皆
で
意
見
を
出
し
合
っ
て
、

7

山
本

尚
子
さ
ん
（
峰
区
）

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
茶
の

文
化
に
触
れ
て
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
」

自
身
の
住
む
峰
区
の
芸
術
祭

で
も
茶
会
を
行
っ
て
い
る
山
本

さ
ん
。「
た
だ
見
て
終
わ
る
の

で
は
な
く
、
見
に
来
た
人
に
お

も
て
な
し
が
必
要
で
は
な
い
か
」

と
の
思
い
で
始
め
た
茶
会
は
好

評
だ
と
い
う
。

山
本
さ
ん
が
お
茶
を
始
め
て

数
年
。
今
日
ま
で
続
け
る
こ

４０と
が
で
き
た
の
は
、
お
茶
の
先

Profile

やまもと しょうこ さん

２０年以上にわたり岩科重

文まつりの野点の責任者

を務めている。最近は

自宅の庭のガーデニング

に凝っている。
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印
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印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

地

域

交

流

通

信

安
曇
地
区
の
入
り
口
に
あ
る
集

落
、
大
野
田
地
区
の
伊
勢
二
ノ
宮

神
社
境
内
に
は
ス
ギ
、
ケ
ヤ
キ
等

の
大
木
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中

に
他
の
木
と
は
異
な
る
趣
の
大
木

が
１
本
あ
り
ま
す
。
幹
の
周
囲
が

３
・
５
㍍
、
高
さ

㍍
ほ
ど
の
こ

２０

の
木
は
、
地
元
の
人
々
に
「
ナ
ン

ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
の
木
」
と
呼
ば
れ

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

ナ
ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
と
は
植
物

の
種
名
で
は
な
く
、
見

慣
れ
な
い
立
派
な
植
物
、

怪
木
や
珍
木
に
対
し
て

地
元
の
人
々
が
付
け
た

愛
称
で
、
こ
の
木
も
地

元
で
は
珍
し
い
も
の
に

な
り
ま
す
。

こ
の
木
の
正
体
は
、

フ
ジ
キ
（
藤
木
）
別
名

ヤ
マ
エ
ン
ジ
ュ（
山
槐
）

と
い
う
木
で
、
国
内
で

は
主
に
太
平
洋
側
に
分

布
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
木
が
安
曇
に

あ
る
こ
と
が
珍
し
い
こ

と
か
ら
、
昭
和

年
に

４３

長
野
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
木
は
７
月
頃
に
白

い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
近
年
は
樹

勢
が
弱
っ
て
き
た
た
め
か
、
何
年

か
に
一
度
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
な

状
況
で
す
が
、
花
を
咲
か
せ
た
木

の
姿
は
と
て
も
美
し
い
も
の
で
す
。

も
し
、
７
月
頃
に
安
曇
地
区
に

来
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一

度
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

ナナ
ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
の
大

ナ
ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
の
大
木木

地

域

交

流

通

信

検検検検

長野県天然記念物のナンジャモンジャの木の看板
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発
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町

編
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企
画
観
光
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㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，１７１人（－８人）

男 ３，４０５人（－７人）

女 ３，７６６人（－１人）

世帯数 ３，０３６戸（－３戸）

転 入 １２人 転 出 ５人

出 生 １人 死 亡 １６人

（平成２７年１２月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

二
〇
一
六
年
二
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

二

一

号

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
詐
欺
に
ご
注
意
を
」

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（１２１２月届出分月届出分））

人身事故 ２件 （＋１）

物損事故 １９件 （＋２）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ２人 （＋１）

平成２７年１２月発生分

（ ）内は前年同月比

町 の 交 通 事 故

～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～
◯◯４４９９

－

短

歌－

松松松

崎崎

文文

芸芸

松
崎
町
も
参
画
す
る
「
美
し
い
伊
豆

創
造
セ
ン
タ
ー
」
と
静
岡
県
は
、
物
産

展
＆
軽
ト
ラ
市
「
伊
豆
半
島
食
の
祭

典
」
を
開
催
し
ま
す
。
伊
豆
半
島
内
の

各
市
町
か
ら
集
ま
っ
た
出
店
者
が
ブ
ー

ス
を
出
し
、
伊
豆
地
域
特
産
の
豊
富
な

食
材
が
会
場
を
彩
り
ま
す
。

皆
様
も
ぜ
ひ
、「
伊
豆
」
を
味
わ
い

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
・
会
場
】

○
２
月

日
（
日
）
午
前

時
～
午
後
３
時

21

１０

道
の
駅
く
る
ら
戸
田

○
３
月
６
日
（
日
）
午
前

時
～
午
後
３
時

１０

道
の
駅
花
の
三
聖
苑
伊
豆
松
崎

【
問
合
せ
】

美
し
い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー

０
５
５
７
（
３
５
）
９
３
２
１

伊
豆
半
島

食
の
祭
典
ｉ
ｎ
道
の
駅

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る

通
知
カ
ー
ド
の
発
送
が
平
成

年
２７

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
既
に
皆

１０様
の
お
手
元
に
も
届
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

こ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
、

自
宅
に
来
訪
し
た
人
間
に
通
知
カ
ー

ド
の
入
っ
た
封
筒
ご
と
持
ち
去
ら

れ
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
流
失
防

止
の
た
め
に
必
要
と
し
て
電
子
マ

ネ
ー
を
購
入
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う

ケ
ー
ス
等
被
害
事
例
が
既
に
発
生

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
な
た
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
流
失
し
て
い
る

と
し
て
不
安
感
を
煽
る
よ
う
な
メ
ー

ル
を
受
信
し
た
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
届
い
て
い
る
か
の
確
認
を
求
め

る
電
話
が
あ
っ
た
等
の
報
告
も
あ

り
ま
す
。

同
制
度
は
開
始
し
た
ば
か
り
の

制
度
で
あ
り
、
不
明
な
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
詐
欺
を
行
う
者

は
そ
こ
に
目
を
付
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
口
で
あ
な
た
か
ら
金
銭
を
だ

ま
し
取
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
こ
の

よ
う
な
不
審
な
来
訪
等
が
あ
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
役

場
に
相
談

す
る
等
し

て
、
安
易

に
相
手
方

に
言
わ
れ

た
と
お
り

に
し
な
い

よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田
茂
樹

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

岡

村

芳

子

細

田

光

代

杉
山
安
紀
子

土

屋

君

子

浄
泉
寺
の
湧
き
水
あ
ふ
る
る
石
垣
に

濡
れ
つ
つ
咲
き
ゐ
る
や
ま
ほ
と
と
ぎ
す

子
ど
も
ら
の
作
り
し
灯
籠
ゆ
ら
め
き
て

山
門
へ
の
道
照
ら
し
て
つ
づ
く

街
頭
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
の
若
者
は

渡
す
相
手
を
ひ
と
目
で
決
め
る

紫
陽
花
に
似
た
庭
の
花
（
花
く
さ
れ
）

忘
れ
ぬ
や
う
に
切
り
抜
き
と
ぢ
る

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

保護者性別名 前地 区

窓 橋 幸 村男幸 誠
ゆき なり

道 部

おめでとうございます（出生）

届出人年齢氏 名地 区

秀 雄８３佐 藤 梅 枝櫻 田

邦 男６８石黒百合子池 代

和 宏８４窓橋百合子江奈４

和 彦８０地 敏 郎江奈１

栗原忠晃８３池まさ子指 川

憲 司７８清 水 尚櫻 田

昌 也９０渡 邉 金 彌伏 倉

辰 也８９鈴 木 倬池 代

勇９０肥 田 琴 枝北 区

田中紀子１０１黒 江 哲 彌宮 内

元 継８３井 勝宮 内

照 雄９３稲葉シマ子江奈２

保 重９２山本ひろ子明 伏

善 司５７長 島 秀 親櫻 田

田和佳子８５齋 藤 清 美池 代

おくやみ申し上げます（死亡）


